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がんは､早期発見すれば
90％以上が治ります。

体 験 談　～私たち、検診で命を救われました～

早期発見と進行後発見の場合の生存率の差

※がんと診断され、５年後も生存している割合
※出典：がん統計’11全国がんセンター協議会加盟施設における5年生存率　※国立がん研究センター資料より
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最近では診断や治療の研

究が進み、早期にがんを発

見し、適切な治療につなげ、

がんの死亡率を減少させる

ことが出来るようになって

きました。

がんから身を守るために

は「早期に発見・早期に治療

を始めること」が大切です。

そのために、定期的にが

ん検診を受けることが、大

切なのです！！

｢早期発見・早期治療｣
がカギ!!!

Aさん

Iさん

子宮頸がん検診で早期発見！
　久しぶりに受けた子宮頸がん検診で、早期の子宮頸がんが見つかりました。

その後、手術を受け、今では定期のがん検診だけでよくなりました。早期で見

つかり、本当にありがたかったです。

検診の大切さを改めて感じ、みなさんにもぜひがん検診を受けて欲しいと切

に願っています！！

６～７年ぶりに特定健診を受けました！
保健師の訪問をきっかけに健診を受け、生活を見直すことができました。

病院でも定期受診し、値が改善されました。体調も良くなり、明るく前向

きに過ごすことができるようになりました。健診を受けて本当に良かった

です！


